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会
社
決
算
四
日
）に
ま
で
縮
め
て
い
た
。
着

任
後
、私
は
子
会
社
決
算
を
一
日
で
行
い
、連

結
月
次
決
算
を
三
日
で
出
す
と
約
束
し
た
。

そ
う
す
れ
ば
、決
算
前
に
求
め
ら
れ
て
い
た

フ
ラ
ッ
シ
ュ
レ
ポ
ー
ト
の
着
地
見
込
の
必
要

も
な
く
な
る
。
三
年
後
、ワ
ン・デ
イ・ク
ロ
ー

ジ
ン
グ
は
実
現
し
た
。
労
働
の
平
準
化
で
経

理
の
労
働
量
は
軽
減
し
、全
世
界
の
経
理
部

門
で
三
〇
〇
〇
人
か
ら
二
〇
〇
〇
人
に
削
減

し
た
。
さ
ら
に
、ソ
ニ
ー
在
任
中
、国
際
税
務

部
門
の
ヘ
ッ
ド
を
ア
メ
リ
カ
に
移
し
た
。
ア
メ

リ
カ
に
は
国
際
的
な
税
務
の
専
門
家
や
弁
護

士
が
多
数
存
在
し
て
い
る
。
国
際
税

務
の
対
応
を
考
え
て
の
こ
と
だ
っ
た
。

慣
行
を
打
ち
破
れ
ば
、生
産
性
は

大
き
く
跳
ね
上
が
る
。
Ｉ
Ｔ
は
そ
の

有
力
な
手
段
と
な
っ
て
く
れ
る
は
ず

だ
。
現
に
ア
メ
リ
カ
を
見
て
み
れ
ば
、

Ｓ
Ａ
Ｐ
導
入
等
の
Ｉ
Ｔ
投
資
に
よ
っ
て
労
働

生
産
性
は
右
肩
上
が
り
に
伸
び
、投
資
額
は

山
形
に
減
っ
て
い
る
。
し
か
し
、Ｂ
Ｐ
Ｒ（
ビ

ジ
ネ
ス
プ
ロ
セ
ス
の
改
革
）な
く
し
て
は
、会

計
と
情
報
シ
ス
テ
ム
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
埋
ま
ら

な
い
。

Ｃ
Ｆ
Ｏ
の
課
題

Ｃ
Ｆ
Ｏ
に
課
題
は
多
い
。
為
替
の
変
動
に

頭
を
悩
ま
す
Ｃ
Ｆ
Ｏ
も
多
い
だ
ろ
う
。
実
質

的
な
経
済
性
と
会
計
の
は
ざ
ま
の
調
整
は
、

ヘ
ッ
ジ
会
計・
多
通
貨
会
計
を
行
う
上
で
の

Ｃ
Ｆ
Ｏ
の
課
題
で
あ
ろ
う
。
包
括
利
益
は
会

計
上
の
読
み
方
が
鍵
に
な
る
と
考
え
る
。
為

替
調
整
勘
定
も
、単
連
ギ
ャ
ッ
プ
、税
効
果

会
計
も
同
様
だ
。
そ
し
て
、最
大
の
課
題
は
、

会
計
と
シ
ス
テ
ム
の
両
方
を
理
解
す
る
Ｃ
Ｆ

Ｏ
兼
Ｃ
Ｉ
Ｏ
的
な
人
材
が
増
え
た
ほ
う
が
い

い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
だ
。

ピ
ー
タ
ー
・Ｆ・ド
ラ
ッ
カ
ー
は
、﹃
ネ
ク
ス

ト・ソ
サ
エ
テ
ィ
﹄（
上
田
惇
夫
訳
、二
〇
〇
二

年
、ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
刊
）に
お
い
て
、「
わ
れ

わ
れ
が
手
に
し
て
い
る
二
つ
の
情
報
シ
ス
テ

ム
は
、最
近
流
行
の
デ
ー
タ
処
理
を
す
る
情

報
シ
ス
テ
ム
と
、昔
か
ら
の
会
計
シ
ス
テ
ム

で
あ
る
。
後
者
は
五
〇
〇
年
も
前
か
ら
の
シ

ス
テ
ム
で
あ
る
。
今
日
会
計
に
必
要
と
さ
れ

て
い
る
改
革
に
比
べ
れ
ば
、今
後
二
〇
年
間

に
予
定
さ
れ
る
Ｉ
Ｔ
の
進
展
な
ど
な
い
ほ
ど

で
も
な
い
と
さ
え
言
え
る
」と
喝
破
し
た
。

さ
ら
に
彼
は
、Ｃ
Ｆ
Ｏ
は
Ｉ
Ｔ
が
わ
か
ら
ず
、

Ｃ
Ｉ
Ｏ
は
会
計
が
わ
か
ら
な
い
で
、ど
う
し

て
う
ま
く
い
く
か
と
い
う
視
点
を
提
起
し
て

い
る
。
こ
の
溝
を
埋
め
る
た
め
、Ｃ
Ｆ
Ｏ
は

Ｃ
Ｉ
Ｏ
的
な
仕
事
が
で
き
る
知
識
を
蓄
え
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

Ｉ
Ｔ
技
術
革
新
と
会
計
シ
ス
テ
ム

二
〇
〇
九
年
、リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
後
、

私
は
富
士
火
災
に
迎
え
ら
れ
た
。
極
め
て
Ｃ

Ｆ
Ｏ
に
近
い
Ｃ
Ｅ
Ｏ
と
し
て
、二
年
間
Ｉ
Ｔ
投

資
を
先
送
り
し
て
経
費
削
減
を
行
い
、同
時

に
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
健
全
化
に
努
め
て
き

た
。「
遅
れ
る
の
で
は
な
い
か
」と
い
う
Ｉ
Ｔ

部
門
の
懸
念
に
、「
Ｉ
Ｔ
の
世
界
は
一
八
カ
月

か
ら
二
四
カ
月
で
同
じ
処
理
能
力
で
あ
れ
ば

値
段
が
半
分
に
な
る
。
同
じ
値
段
で
あ
れ
ば

能
力
が
倍
に
な
る
」と
い
う
ム
ー
ア
の
法
則

を
説
い
た
。
実
際
、家
電
業
界
で
は
そ
の
通

り
に
な
っ
て
お
り
、Ｉ
Ｔ
技
術
で
は
い
ま
だ

ム
ー
ア
の
法
則
が
生
き
て
い
る
と
思
う
。

し
か
し
、ム
ー
ア
の
法
則
に
よ
る
Ｉ
Ｔ
技

術
革
新
の
効
果
を
会
計
シ
ス
テ
ム
は
享
受
し

て
い
る
だ
ろ
う
か
。
富
士
火
災
で
は
、シ
ス

テ
ム
導
入
は
新
国
際
会
計
基
準
に
合
わ
せ
、

日
本
基
準
へ
の
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
は
せ
ず
、外

付
け
で
行
う
と
い
う
議
論
を
続
け
て
き
た
。

日
本
の
シ
ス
テ
ム
の
弱
点
は
、つ
ね
に
メ
イ
ン

フ
レ
ー
ム
に
戻
ろ
う
と
す
る
点
に
あ
り
、そ

の
た
め
Ｉ
Ｔ
技
術
革
新
の
効
果
を
享
受
す
る

に
至
っ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
メ
イ

ン
フ
レ
ー
ム
は
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
労
力
と
お

金
を
費
や
す
。
九
〇
年
半
ば
、日
本
の
金
融

機
関
が
Ｉ
Ｔ
支
出
の
八
割
を
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

に
費
や
し
、開
発
に
回
る
の
が
わ
ず

か
二
割
だ
っ
た
頃
、オ
ー
プ
ン
シ
ス

テ
ム
に
移
行
し
た
米
国
投
資
銀
行

は
八
割
を
開
発
に
費
や
し
て
い
た
。

日
本
は
輸
出
型
製
造
業
の
労
働

生
産
性
は
高
い
が
、サ
ー
ビ
ス
業・

国
内
製
造
業
の
生
産
性
は
低
い
。
そ
の
理

由
の
一
つ
は
、Ｉ
Ｔ
技
術
以
前
の
商
慣
行
や

労
働
慣
行
、仕
事
の
進
め
方
に
あ
る
の
で
は

な
い
か
。
日
本
の
モ
ノ
作
り
は
世
界
一
だ
が
、

非
生
産
部
門（
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
）の
生
産
性

を
計
る
尺
度
す
ら
な
い
。

私
は
、非
生
産
性
部
門
の
生
産
性
の
尺
度

は
、品
質
が
一
定
で
あ
る
と
す
る
と
、ス
ピ
ー

ド
に
集
約
さ
れ
る
と
考
え
る
。
日
本
の
会
社

は
、早
く
て
決
算
発
表
に
四
週
間
か
か
る
。

前
任
の
ソ
ニ
ー
で
は
私
が
着
任
し
た

二
〇
〇
〇
年
、月
次
決
算
を
六
日（
本
社・子

次
世
代
の
Ｃ
Ｆ
Ｏ

近
藤 

章 

氏

チ
ャ
ー
ティ
ス
・
フ
ァ
ー
・
イ
ー
ス
ト
・

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

副
会
長

近
藤 

章
（
こ
ん
ど
う 

あ
き
ら
） 

氏

一
九
六
七
年
東
京
大
学
卒
業
後
、
住
友
銀
行
入
行
、

九
七
年
常
務
取
締
役
。
九
九
年
大
和
證
券
Ｓ
Ｂ
キ
ャ

ピ
タ
ル
・
マ
ー
ケ
ッ
ツ
副
社
長
、二
〇
〇
〇
年
ソ
ニ
ー

執
行
役
員
専
務
、〇
四
年
Ａ
Ｉ
Ｇ
イ
ー
ス
ト
・
ア
ジ
ア・

Ｈ
Ｄ
副
会
長
、一
〇
年
富
士
火
災
会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
を

経
て
、一一
年
十
月
同
代
表
取
締
役
会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
、

十
一
年
十
一
月
よ
り
現
職
。
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に
は
、経
理・財
務
機
能
の
Ｇ
Ｉ
Ｅ
を
目
指
し

た
取
り
組
み
を
開
始
。
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
部
門

の
各
種
業
務
機
能（
買
掛
債
務
管
理
、経
費

管
理
、固
定
資
産
管
理
、原
価
管
理
、決
算

業
務
税
申
告
業
務
、税
務
調
査
対
応
）を
切

り
だ
し
、世
界
中
で
各
業
務
に
最
適
な
場
所

を
選
定
し
、実
施
し
て
い
る
。

Ｂ
Ｔ
Ｏ（
ビ
ジ
ネ
ス・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン・ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
）に
よ
っ

て
、さ
ら
な
る
コ
ス
ト
削
減
、品
質
の
最
適

化
、リ
ソ
ー
ス
シ
フ
ト
を
果
た
し
、業
務
効

率
化・削
減
効
果
を
図
っ
て
い
る
。
Ｂ
Ｔ
Ｏ
と

は
、外
部
企
業
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の

も
と
で
、ビ
ジ
ネ
ス・プ
ロ
セ
ス
、組
織・人
財
、

Ｉ
Ｔ
を
継
続
的
に

変
革
し
、企
業
価

値
を
最
大
化
す

る
こ
と
で
あ
る
。

実
際
に
、Ｉ
Ｂ
Ｍ

が
積
み
上
げ
て
き

た
改
革
の
成
果
を

今
後
広
く
、提
供

し
て
い
き
た
い
。

経
営
の
効
率
化
と
高
度
化

を
同
時
に
進
め
る

Ｉ
Ｂ
Ｍ
は
Ｇ
Ｉ
Ｅ（
グ
ロ
ー
バ

リ
ー
・イ
ン
テ
グ
レ
ー
テ
ッ
ド・エ

ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
）に
よ
り
、「
効

率
的
な
事
業
運
営
」「
知
識
の
移

転
と
有
効
活
用
」「
現
地
対
応
と

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
適
切
な
バ
ラ
ン
ス
」の
三
つ
を

実
現
し
て
き
た
。
Ｇ
Ｉ
Ｅ（
グ
ロ
ー
バ
ル
に
統

合
さ
れ
た
企
業
）と
は
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
さ

れ
た
地
球
規
模
の
経
済
環
境
下
で
企
業
活
動

を
展
開
す
る
、オ
ー
プ
ン
で
モ
ジ
ュ
ー
ル
化
さ

れ
た
組
織
の
こ
と
だ
。
Ｇ
Ｉ
Ｅ
に
向
け
た
変

革
で
は
、グ
ロ
ー
バ
ル
レ
ベ
ル
で
知
識
と
ス
キ

ル
を
有
効
活
用
し
た
、シ
ェ
ア
ー
ド・サ
ー
ビ

ス・セ
ン
タ
ー（
Ｓ
Ｓ
Ｃ
）に
よ
る
グ
ロ
ー
バ
ル・

サ
ポ
ー
ト
の
役
割
が
大
き
か
っ
た
。

変
革
の
端
緒
は
九
二
年
の
赤
字
転
落
に

さ
か
の
ぼ
る
。
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
部
門
の
改
革

を
振
り
返
れ
ば
、九
四
年
、弊
社
の
フ
ァ
イ

ナ
ン
ス
部
門
に
は
競
合
他
社
の
二
倍
の

一
万
四
〇
〇
〇
人
の
社
員
が
在
籍
し
た
。
権

限
分
散
型
の
組
織
で
、異
な
る
会
計
シ
ス
テ

ム
が
混
在
し
て
い
た
。
ま
ず
、勘
定
元
帳
と

デ
ー
タ
ウ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
を
全
社
共
通
化
し
、

デ
ー
タ
の
一
元
化
を
実
現
。
グ
ロ
ー
バ
ル
で

統
一
さ
れ
た
勘
定
科
目
体
系
が
連
結
経
営
を

支
え
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
決
算
発
表
は
、

一
八
～
一
九
日
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、経

営
に
も
投
資
家
に
も
速
や
か
な
識
見
の
提

供
が
可
能
と
な
っ
た
。変

革
の
ド
ラ
イ
バ
ー

は
、①
事
業
ポ
ー
ト
フ
ォ

リ
オ
の
見
直
し
、②
新
興

国
へ
の
事
業
展
開
、そ
し

て
③
グ
ロ
ー
バ
ル
レ
ベ
ル

で
の
統
合
に
あ
っ
た
。
Ｓ

Ｓ
Ｃ
は
、本
社
部
門
や
事
業
部
門
の
間
接
業

務
を
対
象
に
、組
織
や
プ
ロ
セ
ス
を
多
面
的

観
点
か
ら
最
適
化・標
準
化
し
、グ
ロ
ー
バ
ル

レ
ベ
ル
で
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン・ス
キ
ル
を
集
約
し

て
業
務
の
効
率
化
や
内
部
統
制
強
化
を
実
現

し
た
。
ハ
イ
バ
リ
ュ
ー
な
仕
事
は
残
し
、ボ

リ
ュ
ー
ム
の
あ
る
仕
事
は
シ
ェ
ア
ー
ド
化（
多

く
は
オ
フ
シ
ョ
ア
化
）で
、業
務
の
効
率
は
格

段
に
向
上
し
、販
管
費
は
五
〇
％
低
減
し
た
。

Ｓ
Ｓ
Ｃ
は
、
事
業
間・
地
域
間
の
共
通
す

る
プ
ロ
セ
ス
を
統
合
し
、情
報
統
合
、品
質

管
理
を
横
断
的
に
担
当
す
る
。
二
〇
〇
〇
年

日
本
に
お
け
る

効
率
化
の
実
践
と

シェア
ー
ド・
サ
ー
ビ
ス・

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

        

─ 

Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
事
例
紹
介

浅
利
信
治 
氏

日
本
ア
イ
・ビ
ー
・
エ
ム
株
式
会
社

執
行
役
員 

管
理
担
当 

グ
ロ
ー
バ
ル・プ
ロ
セ
ス・サ
ー
ビ
ス
事

業
部
は
、Ｂ
Ｔ
Ｏ
サ
ー
ビ
ス
を
日
本
の
お

客
様
に
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
間
接
業
務
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン

グ
の
中
で
も
現
在
圧
倒
的
に
ク
オ
リ

ティ
ー
の
高
い
バ
リ
ュ
ー
を
提
供
で
き
る
の

が
オ
フ
シ
ョ
ア・
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ
で
あ
る
。

我
々
は
日
本
語
に
堪
能
な

優
れ
た
ス
タ
ッ
フ
を
中
国・

大
連
市
の
グ
ロ
ー
バ
ル・デ

リ
バ
リ
ー
・セ
ン
タ
ー
に
多

数
抱
え
て
い
る
。
現
在
、

日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
な
ら
び
に
外
部
の
お
客
様
に

対
し
て
大
連
か
ら
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン・サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。
な
か
で
も
、経

理
財
務
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
は
非
常
に

多
い
。
た
と
え
ば
ヤ
マ
ト
運
輸
様
は
、

三
万
人
を
超
え
る
セ
ー
ル
ス
ド
ラ
イ
バ
ー

の
経
理
処
理
業
務
を
全
国
六
十
九
カ
所
の

処
理
セ
ン
タ
ー
で
五
〇
〇
名
の
社
員
が

行
っ
て
い
た
。
そ
れ
を
標
準
化
し
て
大
連

に
集
約
す
る
こ
と
で
人
月
を
約
半
分
に
低

減
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、大
き
な
経
費

低
減
に
な
る
と
同
時
に
、よ
り
質
の
高
い

戦
略
的
な
業
務
へ
の
再
配
置
が
可
能
と

な
っ
た
。
ま
た
、花
王
様
の

場
合
は
、中
国
地
域
へ
の
業

務
の
進
出
拡
大
を
進
め
る

中
で
日
本
人
社
員
の
再
配

置
を
行
う
こ
と
で
、ス
ピ
ー

ド
感
を
も
っ
た
海
外
展
開

を
可
能
に
し
て
い
る
。

概
ね
三
〇
～
五
〇
％
の
経
費
削
減
効
果

を
実
現
す
る
だ
け
で
な
く
、よ
り
高
度
な

戦
略
領
域
へ
の
リ
ソ
ー
ス
の
再
配
置
が
可

能
と
な
る
こ
と
が
、Ｂ
Ｔ
Ｏ
の
価
値
で
あ

ろ
う
と
考
え
て
い
る
。

本
稿
は
二
〇
一一
年
九
月
十
二
日
開
催
の「
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・

フ
ォ
ー
ラ
ム
特
別
号
」
の
講
演
内
容
を
編
集
部
に
て
ま
と
め

た
も
の
で
す
。

企業変革に向けたＢＴＯのご紹介
名取勝也 氏

日本アイ・ビー・エム株式会社
執行役員グローバル・プロセス・サービス事業部長


